
























本研究での大学生 という用語は、青年期後期 と呼 ばれる18歳か ら22、23歳くらいの年齢期に相当する若
者を指 している。一般に、青年期はアイデンテ ィティの危機が 中心課題 となるといわれている。エ リクソ
ンの提唱するアイデン.ティテ ィは、 ライフサイクルにおける青年期の心理社会的危機、つ まり自己実現の
主題 として導 きだされてきた(鑛2002)。最近では、青年期に関する研究は圧倒的に多 く、質的な研 究が
注目されている(岡 田2002)。これは様 々な要因が考えられるが、そのひ とつ として、時代や文化な どの
環境的側面を考慮 し、質的な青年期研究が注 目されるようになったことが挙 げられ る。それは、次の先行
研究からもうかがえる。
エ リクソンの提唱する自我同一性、すなわちアイデ ンテ ィテ ィの形成 は、1950年ごろのアメリカでは妥
当 したか もしれないが、現在の 日本社会では必ず しも合致 しないようである。なぜ なら、現在の若者は、
自我、社会にあ まり関心 を抱かず、多 くの者が 自我同一性に関する問題、すなわちアイデ ンテ ィテ ィ形成
より先 に、他者 との対象関係の問題に直面するからである。 また、たいていの者はアイデ ンテ ィティの問
題に直面することなく大人になる。(福島1999)
社会 ・文化的側面 を考慮 したアイデンテ ィテ ィ形成の変化の問題 につては、高学歴化、少子化、経済的
豊か さによるモラ トリアムの長期化 という問題の他 にもい くつかの理由が考 えられる。第一に、個人主義
のアメリカ文化 と集団主義の日本文化の違いを考慮 し、日本人特有のアイデンテ ィテ ィ形成の仕方 を見直
す必要性が出て きた こと。第二に、時代の流れ と共に若者世代が交代 し、戦後の豊かな社会を目指す社会
の中で達成すべ き課題 と、ある程度豊 かになった社会の中で達成すべ き課題が変化 したこと。第三 に、国
際社会、高度情報社会により、社会が多様化、複雑化 して きていることか ら、アイデンテ ィテ ィ確立の過
程 も、多様化、複雑化 し、より複雑な概念 になっていることである。
このような状況 による若者の変化は、すでに現代大学生の生 き方に も現れている。1990年代以降の大学
生は、自分のや りたいことや将来の目標か ら出発 して、それを実現するための コミュニテ ィ(場 所)を 探
すという生 き方が主流 となっている(イ ンサ イ ド・アウ ト)。それまでの大学生 は、や りたいことや将来
の目標 といった自己の中身より、「より上級の学校へ」「二流 よりは一流へ」 といった学歴 トラック、 レー
ルの質のほ うが、人生形成 の基準 と して重要であ り、「大人社会」 を基準 として、それを目指 し 「内」的
世界を形作るとい う生 き方であった(ア ウ トサイ ド ・イン)。エ リクソン ・アイデンティテ ィ論は、青年
が大人社会に参入すること、大人になることを第一義 として人生 を形成する 「外」か ら 「内」へ というア
ウ トサ イ ド・インの文脈 においては じめて機能する概念なのである。(溝上2004)
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1.2.目 的 と方法
以上の背景か ら、本研究では、時代、社会 ・文化的側面を考慮 し、先行研究から若者の特徴的な要素を取
り入れ、大学生の生 き方支援 を提案す ることを目的 とした。 しか しアイデンティティの定義 は、自分内部
の歴史や時間(知 識や経験)、他者 との空間的 なかかわ り、時代や歴史、文化的背景 といった多様な要素
と関係 してお り、簡単なようでなかなか複雑 な概 念である(鐘2000>。そこで この複雑 な概念をで きる限、
り整理 し、自己発見 ・学習の位置づけ を行 う。その上で、大学 においてこれから必要 となる自己発見に関
する学習支援 の提案を行 う。その方法 として、文献調査 をもとに、現代大学生 に見 られる特徴 とその問題
点を明 らかに し、自己発見 ・学習の定義 と育成すべ き能力について整理する。 、
2.偽 りの自己一分裂的人間関係の時代
時代、社会、文化の変化により、現代人は急激な変化の中で生活するようになって きた。テクノロジの
進化 により、生活の中に効率化 された機器が導入 され、人々の生活の速度は速 くな り、産業、経済社会の
効率化のため、時間をいか に効果的に使 うかが求められるようになった。 また、イ ンターネッ トの普及、
衛星通信の進歩に より、テクノロジに支援 される交流が促進 され、国を超えた交流な ど遠隔地での相互交
流 も盛んになっている。 しか し一方で、新 しい時代の到来により現代社会は混乱 し、様々なシステムの見
直 しがせ まられている。
この ような時代の中、モ リス ・バーマン(MorrisBerman1981)は人間精神の変容 に注 目し、次のよう
に人間関係を捉えている。我 々の心は、解体 と崩壊への道を歩んでいるように見 える。事実 と価値が乖離
した近代では、哲学的、宗教的に突 き詰めた もの としての 「意味」 を失 って しまった。人生 を歩 むひとり
の人間にとって深 くかかわって くるのが、 この 「意味」の問題である。科学革命が起こる以前には、人間
は疎外 された観察者ではなく、宇宙の一部 として、結びつきを持ち、その ことが人々に意味 を与 えていた。
このような意識のあ り方を、モ リスは 「参加する意識」 と呼 び、近代において忘れられている、参加す る
意識の重要性 を指摘すると共 に、生態学的視点を重視 している。
またモリスは、RD.レイン(R.D.Laingl960)の自己 と他者の理論 を用いて、近代の自己 と他者の関わ
りを次の ように説明 している。健全な自己 と他者の関係 の中では、「生命の涯る自己」が他者 をリアル に
認識 し、意味ある行為を行 うが、分裂的人間関係 の中では、「偽 りの自己」が他者 をうつろに認識 し、無
意味 な行為 を行 う。この偽 りの自己が捉 えた世界はリアルな ものではな く、行為から意味が抜け落ち、誰
もが演技 し、他者を操作 しようとするのである。その結果、不安にとりつかれ、空虚 さ、無意味 さに さい
な まれるようになるのである。
モ リスがいうように、現代人の心はス トレス を抱 えやす くな り、虚無感 にさいなまれ、無気力にな り、
生 きる意味を見失 う者が増加 している。モ リスの提唱する理論 に基づけば、それは必然的なことであ り、
避けられない ことなのかもしれない。 こういった 「偽 りの自己」が紡 ぎだ され ることで、「心の病」 と言
われる傾 向は一般化 している と言えるだろう。それは、うつ病、自殺率、カウンセリング相談者の増加 と
い うデー タか らも分かる。相談者の相談内容 に注 目すると、例えばある国立大学 の学生相談機関では、心
理適応相談の うち、特に対人関係、性格問題に関する相談件数が多 く見 られ、その来談人数は年々増加 し
ていると言われている(青 木1996)。現代の 日本では、特 に若者にそ ういった傾向が見 られるようである。
3.現 代若者の特徴
和田(2001)は、精神科医の臨床経験 に基づいてアイデンティティ意識のなさか ら自分のなさを訴える
若者は多いと指摘 している。具体的には、他人 を怖が り自分 の本音 を見せない、人 との深いかかわりは避
けるが他 人との同調は うまい、 自分がな く 「みんなと同じ」 に合わせることに一生懸命 といった特徴が見
られ、これ らの病理は精神分裂病者の、心の中の世界 と共通 していると指摘する。
また、岡田(1993)によれば、現代青年は、内省の乏 しさ、友人関係の深 まりの回避 とい った特徴 を示
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しているという。そ してこうした特徴 と共通 した対人恐怖症の概念 として、自分自身への関心か らも対人
関係からも退却 して しまう心性 を 「ふれ合い恐怖的心性⊥ と呼び、青年の研究 を行 っている。 ここで注意
すべ きことは、そういった傾向が見られる とい うことであ り、「一方では従来の青年像 と合致す る青年 も
一定の割合存在 している」 ことも忘れてはならない。
エ リクソンはモラ トリアムを、アイデンティテ ィが形成 されてい く一定の時間 としているが、現代では
この概念が合致 しない若者が増えているようである。高学歴化、少子化、経済的な豊 かさの中でモ ラ トリ
アムが長期 化 しているが、このモラ トリアムの機能が十分に機能 していない。それ は、社会的責任 を無限
に引 き伸ば し、幼児的な万能感 と欲求の追及 に浸 っている人間 として若者 をとらえた 「モラ トリアム人間」
(小比木1981)からもうかがえる。 これと共通 する概 念 として、濱田(2004)も「モラ トリアム人間」 をと
らえている。
戦後の高度成長期に、国や社会のため に自分 を捨ててで も日本繁栄のためがんばってきた 「アイデンテ
ィテ ィ人間」 に対 し、そのような強いアイデンティテ ィを持つ世代 によ り導かれ、豊かな社会の中で育っ
た者を 「モラ トリアム人間」 とする。アイデ ンティテ ィ人間 とは、「自己を同一化すべ き自分 を超 えた よ
うな対象、すなわち自我理想 を強 く持 っている人たちである。自我理想 とすべ きもの、そうい う対象 に対
しては忠誠心や強い帰属感 を持ってお り、責任感や当事者意識を強 く持 っている」人間である。それに対
してモラ トリアム人間とは、「強烈にアイデ ンテ ィフ ァイす る、同一化すべ き対象 を持たない。常 に一時
的、暫定的な関わ りしか持 たない。忠誠心や帰属意識が比較的希薄である。そ して、義務 や責任 を回避 し
ようとする」心性を持った人間である。現代の若年、中年層はモ ラ トリアム人間であ り、若い世代 になる
につれてそのモラ トリアムの心性が強 くなってい く。
以上の諸説か らみてもわかるように、現代の若者は偽 りの 自己を紡 ぎだ し、分裂 的な人間関係の中で自
分 を見失い、無力感 にさいなまれなが ら、むな しく生 きている という傾向が見 られるということになろう。
それは、内省の乏 しさから くる ものと考えられ、それが友人関係の回避 にもつながっている と考えられる。
また、「モ ラ トリアム人間」 とい う概念からは、コミュニテ ィへの帰属 と責任 という感覚を持たず、自己
中心的にふるまう傾向が見 られ、それは世代が変わるごとに肥大化する可能性 もある。これ らか ら、現代
の若者の特徴は大き くいって次のようになろう。ひとつは、モラ トリアムの機能不全、自分 を見失 うなど、
自己実現か ら離れる傾向。 もうひとつは、偽 りの自己による対人関係の希薄化、自己愛 による自己中心的
傾向など、歪んだ対人関係 を示す傾向である。 こうした現状では、自己実現教育 ということで自己実現 メ
ッセ ジー を与 えるだけでは十分でな く、正 しい 自己認知、自己理解 を行 うことと同時に、本物 の自己 と他
者の関係 を築 くことが重要課題 となる。
4.自 己実現 とアイデ ンテ ィテ ィ
若者に自己実現 を意識 させ、他者 とよ りよい関係を築 きなが ら正 しい 自己認知、自己理解 を行 うことは、
現代の 日本の若者にとって重要課題である。また、 アイデンティティは自己実現の主題であ り、両者は密
接 な関係 を持 っている。そ こで、自己実現、自己 と他者の関係か ら個人の発達 をとらえると次の ように言
えよう。
自己実現 とは、自らの可能性を完全 に実現 し、真の自己 自身になることである。マズローの欲求階層理
論 によれば、人間の基本的欲求にはい くつかの階層があ り、ひとつの欲求が満た されると、それ よりも高
次の欲求 を満たそうとする とい う優先順位 が存在す る。人が生 きてい くためには、生活するうえで最低限
必要な 「欠損欲求」 だけではな く、人が成長するうえで欠かせ ない 「成長欲求」、すなわち 「自己実現の
欲求」が必要である。マズローの自己実現 は、成長の最終目標 と考え られがちだが、これは 「成長の力動
的過程」(Maslowl962)であ り、こうした過程 と してとらえられる限 り、「自己認識や 自己理解は 自己実
現へ向か う重要な道」(FrankG.1970)となる。本研究での自己実現 とは、マズ ローが 『完全 なる人間』
で提唱 しているような、自分のあらゆる可能性をのば し、より完全な人間になるという意味で用いている。
さて一方で、自己を とらえる際 に重要になって くるのが、 自己をとりま く環境的(空 間的)側 面である。
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そ こには、時代、文化、社会などの比較的大 きな枠組み と、 より小 さな枠組み として、学校、地域社会、
家族 などが含 まれる。そこには他者が存在 し、 自己は他者 との相互作用によって発達 してい くと考 えられ
る。
現代の 日本人のアイデ ンテ ィテ ィ形成においては、 自己と他者が相互に補足、促進 し進行する 「人とつ
なが りつつの自己実現」がアイデ ンティティ形成に不可欠であると指摘 されている。特に、社会的文脈の
中でアイデンテ ィティを形成すること、すなわち 「他者 との関係性」 を重視する観点 は意義深 く、「自分
というもの」 と 「ひと」 を確かに感 じとりなが ら 「人 とつなが りつつの自己実現 ・自己確立」 を図るとこ
ろに、アイデンテ イテ イ形成の過程がある。(無藤1999)
そこで多様化、複雑化が進む社会的背景 を考慮 しつつ、 自己と他者 との関係性に注 目し、現代 日本の若
者の、アイデンテ ィテ ィ形成の過程を、 自他 の相互作用 という視点か らとらえることに した。すなわち、
時間的側面 としての自己実現ベ ク トル、環境 的側面 と しての関係性 とい う二つの側面 においてアイデンテ
ィティ形成に注目 し、個人の発達が とらえられる。
5.自 己発見学習とは
以上に見て きた現代の若者に見 られる特徴 とその問題、 自己実現 とアイデ ンテ ィティ概念 をもとに、次
に自己発見学習を、 自己実現 と教育の関わ り、自己 と他者との関係性か ら説明 してい く。
先 にも述べ たように、心の問題、自己の問題は病的な者の特別な問題ではな くな りつつある。それは一
方で教育 において取 り扱 うべ き課題 にな りつつあるとい うことである。スクールカウンセラーが設置 され
る ようになったが、年々相談者が増加 してお り、その内容は悩み方が分 からないなど、従来ならば自分で
解決 して きたような問題 まで訴 える者が年々増加 している(自 明性の喪失)。これは自分 のそばにア ドバ
イスので きる重要な他者の存在が求め られていると考 えられる。
相談者の増加傾向が続 き、ある程度健全な学生の相談数が増加すれば、カウンセラーだけでは対応で き
なくなるだろ うし、病的な者のカウンセ リングに十分 に対応できな くなるだろう。専門的なカウンセリン
グの知識 を必要 としない問題であれば、ある程度ア ドバイスので きる他者 によ り、学生自身の問題把握や、
問題解決が可能になるであろ う。近 くに重要な他者が居れば、カウンセ ラーにとっても、相談者 にとって
も効率的である。 また、自己発見のスキルを育成することで、カウンセ リングを必要としない者 も出て く
るだろう。時代、社会的背景からくる問題 をふまえると、教育現場 のシステムを見直 し、重要な他者 との
関係性を形成するための支援 、自己発見 の学習支援 を行 うことは必要な ことなのである。そ して、大学生
活を継時的に とらえ、大学教育 と学生相談 をつなぐこと、自己理解 を促進する教育を行 うことが重要な意
味を持つ(鶴 田2002)。本研究では、このような視点か らも自己発見 ・学習 をとらえている。
また、自己発見 ・学習は、自己実現の教育 ともいえる。教育 と自己実現の関係 について、佐々木(1993)
は以下のように述べている。教育 とは、被教育者および学習者が、自己肯定的な価値 を 「自己発見」する
ための 「援助」の役割を果たす ものである。自己実現的な教育では、自らを不 自由に束縛 している価値意
識や固定観念への 「気づ き」が重要であ り、それ らの徹底的な相対化が必要 とされる。そ して、〈現在〉
の充実の反復お よび積み重ねこそが、自己肯定的な価値の創造 ・形成を促進するのであ る。
この佐 々木 の概念 に従えば、教育 とは、そ もそ も自己実現の支援 をするものでなければならない。教育
により自分が何 に束縛 されているのかに 「気づ く」 こと、そ して現時点での 自己理解 を行い、自己肯定感
を持つことで、充実 した時を積み重ね、自己実現への道 を開 く支援 をすることが重要なのである。「現在」
の自己が満たされていれば、それは自己実現 によりつなが りやす くなるのだ。
この点については佐々木 も同様 に、「〈現在〉への集中は、未来への執着の放棄であって も、未来その
ものの放棄ではないか ら、〈現在〉における 「可能性の発揮」は、結果 として 「未来 における成功」 につ
なが りやすい。未来 における充実 ・成功 とは、自己実現的 なく現在〉の充実の延長および広が りとして現
実的に開けて くるものである。」 と述べている。現時点での自己理解 と、自己肯定感 を維持するために く
り返 し支援 を行 うことは、自己実現 を達成するうえで意義深いことである。













































環境条件 から影響を受け、身体や心の成長 といった個人 レベルでの変容が進み、アイデ ンテ ィテ ィの再構
成が行われる と考えられている。特 に自他の相互作用によりアイデ ンテ ィテ ィの形成が促 され、 より深 く
自己を知 るきっかけとなる。
エ リクソンは相互性(mutuality)の概念 に注 目し、関係論的立場か ら個人の発達 をとらえた。その概念 を、
個人を中心 とした同心円モデルにまとめている(図1)。・これは、個人が発達 してい くに伴い、他 者との
関係 をモデル化 したものである。円の内側から順に、両親、家族、近隣、学校における人々、友人 グルー
プ、特定の異性、地域文化、人類全体からなる相互性 を重視 した対人関係を示 している。鑛 はこのモデル
に関 して 「われわれが発達するにつれて、対人関係の範囲がただ広がってい くことを意味するというよU、
それぞれの対人関係の範囲は、力動的に緊密 な関係 をもって存在 していることを意味 している」 と指摘 し
ている。(鐘2002)
この概念に従えば、アイデンティティ形成の過程 を考える場合、他者 との相互関係のみならず、個人が
属 しているコ ミュニティや文化、社会的背景 を無視できない。アイデンテ ィテ ィ確立を中心課題 とする大
学生の時期においては、重要 な他者 との関係の中で 自己を見直すことが個人の発達 に欠かせ ない ものであ
る し、生涯発達の面から見ると、この時期 に形成 された他者 との絆は、後の人生において も欠かせない も
のとな りうる。社会へ旅立つ準備の段階である大学生の時期 に、自分 を正 しく認識 し、行動することは後
の人生にプラス となる。社会へ出た時に苦 しい時期がや ってきて も、健康な心 を取 り戻す術 を学 んでいれ
ば、何 らかの解決策を自分で見つけることがで きるはずである。そのような健全な心 を維持することで、
我々はよりよく生 きることがで きる し、自己実現 してい くのである。
以上の先行研究か ら、 自己発見 ・学習において、現代大学生に必要な二つの支援が明 らかになる。びと
つは、過去、現在、未来をベ ク トル としてとらえる、自己実現 的態度、 もうひ とつは重要な他者 とのより
よい関係性 をつ くる、自他肯定的態度の育成である。それは同時 に、問題解決(自 己調節能力)の 育成に
もつながる。すなわち、 自己発見の学習 とは、 自己実現的態度 と自他肯定的態度を育成することを目的 と
し、 自己実現 と自己 と他者の関係の中で よりよく生 きるすべ を身につけるための ものである。言いかえれ
ば、 自己発見の道筋づ くり、環境づ くりを支援する ものである。次 にこの概念 を、個人内(personal)、個人
間(inteipersonal)、コミュニテ ィ(community)という三つの レベルに分 け、 自己発見 ・学習における個人の
発達過程を説明 していく。(図2参 照)
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現在、過去、未来を意識 させ、 自己内省することで、個人内に自己実現の道、す なわち、個人の目標ベク
トルを作れるようになることを目標とする。
○ 個人間(lnteIpersonal)
自分 を中心 とし、それを取 り巻 く環境 の中で、重要な他者 との関係を通 じて新たなことを学習 し、自分の
中に取 り入れてい く過程 を示す。(他者を認めることで重要な他者 となる)
○ コ ミュニティ(Community)への参加
コミュニテ ィの中で個人間のや り取 りを通 して学習 し、自己実現ベク トルの未来の方向へ進む。その先に
は、コミュニテ ィへの十全的参加 という目標がある。 このような過程 を繰 り返 し、アイデンティテ ィ形成
がなされていく。
6.プ ログラムの開発
以上 より、自己実現的態度、 自他肯定的な態度の育成 を目指 し、自分の性格の認識、将来へ向かっての適
切 な自己形成、うまく他者と交流するためのスキルの習得 を支援することを目的 とした自己発見支援プロ
グラムの開発 を行った。目的 ごとに内容 を三つに分類 し、「1.自分の性格 に関する分析」、「H.将来へ









3.小 ・中 ・高の 私 過去をふりかえり、現在の自分との連続性をイメージする
4.将来の人生に望む もの 自分が将来求めているものについて理解し、現状把握する
5.ミ ッシ ョン ・イ ン ・ライ フ 自分の天臓を考え1自身の存在意識を理解する
選.コミュニケーション場面での自己分斬
6.OKグラム(交 流分析) 人間関係における基本的な交流の構えを理解する




「自分の探求」 に関す る導入(初 年次)教 育は、京都大学 において 「学び支援 プロジェク ト」 として実
践 されている。具体的な内容 については、学生の学びを 「大学生活」や 「大学生」 とい う側面から焦点 を
当てて支援する 「大学生活編」 と、大学での学びを真正面から問題に し、探求す ることで学生の学びを支
援する 「学 び探求編」である(溝 上2004b)。本研究では、「学びの支援」 をするとい うよ り、「学び」のた
めの準備を行 うといった レディネスの意味合いが強いことをここで述べてお きたい。 こうした初年次教育
の実践報告は、筆者の知る限 りではまだ見 られないようである。現在、プログラムをある女子大学で実験.
的に初年次教育 として実施 しているが、これについでの実践報告は、次の機会にゆず りたい。
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KAGAWAJunko
AsJapanesesocietyhasgonethroughsignific3ntchanges.,universitystudentsalsohavechange(童their
developmentalprocessesofest3blishingth¢iridentitiesandtheirwaysoflifb.ThispaperfbcusesontheirWayoflifb
inregardstohowtheytryto.findthemselvesandwhanhey.wanttodo,andhowthey.evenωallyb6comenew
membersofthesociety.AcommonproblemamongJapah皐seyouthnowisthattheyescapeffomself-actualization,
andtendtobecomemoreself-centered.Facingasituationassuc財,theeducationalsystemofuniversityisshowing
functionalproblems.
ThepUrpose.・ofthisstudyis.toproposeawayofleam.ingthatpromotesself」discoveryfbruhiversity
、studentsff6mtheperspectiveofreadinessandrestructu㈹sdevelopmentalpr㏄essofyouth頃kingtheissuesofselF
.actualizat宝onandidentityintoconslderatlonaswellastheproblemsofJapaneseyouth.
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